
弘警察、治防の電話番号
f 担平塚 280 0 281 ロー 282 口銭3
u事長鏡、助役室舎許嫁厚盆徳重量務操、受付
f 防軍事課も慶喜書課歓予著書襲 枚入役蜜
1 I (表閥、日綴府〉
rIロ 284 ロ 19 ロ 277 口 849
i 悔祭事務局土木課庶務課衛生課 議曾事務局
(fl肯防本部建築課 選場管理養員官事務局
i Iロ as 0 7.217 、ロ798 7ﾘ9 
(1情動磐欝j祭磐 事業録 e競輪場

正然う効しと臼 のが主主まうるかて例県吉 U) Q '" 隊とド「将軍了'ノ'ノ的 C 宮山と中たドい U) はユ ー
主主閣にした絵本改深我きる。。迭を只主主冷のじ紋共の今るしてたらあ王里やはに合う六とつ 1 るいじび胸ぜがそ饗ジげ一
命運念J自のぴはめる々」の幸子答ん回中んたでつ会じで干のい手@やるさ靭否もと未存在先ス@つよ去がら充は誌才t:.九
をとれ本でつ王手てベの男み々は司であにでいあのに日あ」で 2さをそと。れ鮮め主幹ま舎ででのの五てり 'fiL，れち」
分行ばがあく和主主き i翠蓮での極行てあいある海復本るそ 主義ひれにし訟の主主選れ有ああ f手首ーもの主主今る満左行脅人こ
た重力‘ーると俊ベ喰ん[.ぁ t留めけにつるらがに婦は。はあ1<: ;ちがかかかよいにたのつる者位年今言正に年。ちい防波々年
、なを従人かと約るーだ共る針-C I! 何て。し「自し瀦:zp.'-る腕げいくしつう。葱回大た。然1<:0)年採ふこそてつにののは
け共'*歩らをに必の遂に。と轡ょを我とはこ尚、互主和とか -ð萄よ暗そたにとま本混@忠治:zp. はでくそれいにも上挨誠

EE224需主持Z管長恥君主釘沌支持thtT( 宗主主言自主君謀長 522222竺お訟はZ-
f工、し来約にてなでわ 1 は瞭あ鐙巣ら処 111 歩州しの外待将自尽年もうさ勿いは中敗永程約十の@で左々が在--，' . cþ で一冊盟醐

るがヰ尽干図 uド、あ我と共箇で Jんちとしし t広亡界出 tにE て凝は芸裟室吸主いでかとれ論た不に草鞍主 kい、き当当が大年年-な』い、い自 d強践希今叉にた 即明叩一一朋駒聞醐晦悶暗萄萄巳
よ発約主蓬室がる々れに主遼E あうしての吹」来ま鴎効なのしの切あ主 ξ て独と主幸告 7売E と F階音然すニでんるう身< ~袋畏年新も〈

もゆが渡と は元赦る先枠元ののいも 玄てぐ に で と構をでと遼議「現等日方難は来る{5)!霊臼五?と
つる禁さいしば常とし嘗に首と5tる外思 関来ら立主主草我あっしで維も」憲し臼 K の本の ξ 笑・大がに本式日り
だしじれうか偶のはたがは1<:考首。菌数 3 一一 一 先たつ々命々りまてる持たと主言及本:zp.影!::_ il三思際法菌、よ政 ÎJ日本‘
けたてたもし然考‘の懸モ蓄えのそで ξ だりいのをは大り動りすく鋭のびは荊l 饗図式ゎ賄 tての安つ府 E星放ま

54232Zt行持きははな愚iUすま日韓 21l;碍諸説駐日間都議日率引
法る行毒事‘て来つ偶つ行ぴとてで鳴くも : いの、した土なは行界ーはてをな速はけのの。しがゆ符定盟和し必

紅白菜;225諮問日議案誌起訴35432ド諮問1555izifzii
由効たれで、つれ会ま入窓よーだれれわが i民のが合る大宅了上あを界安いすに盟文できよかめる穏にの主主効主車い

8224T長そご12紅白色号事;の:日目。霊会勺お;三島2 2222凶 2お詩句。
とて時まも数とら@るこるいが赦なの行 る止がは ば f:;; 遼て紙ら友れ.の会当た身で言者緩治主主安済 すの技土建れつ

ιμ♂μγ主義Uおお:議: ιコ間252ZEf院議士ZAZJ22C詰紅葉72毎日
たかもてれ誇るへー らとあ名代と溺う ; ....._... <. .7Lと溺なとりてとてに 訟を良常々議々は穣上手専際に後棒とあの命のて
いつもはが納。いつ をしるさ約ろにな … E斗五 L 立いと、骨が盆立ら成とには嬰のみし幾軍にかむえ ill い組をでも
とたとまあに法容は 丑ぎて。れな守おと ぷ二に目。をす問 E干あち怒しし王者そな主主たて多備つら日が界を立托あそ
は者/るら作令の法 え、尽な;怠あいと 所長ドあヌド Je ベ極姿 ι 国いてて主主の事前台いののたま本必，0) 検をしろの
←が\とゆらが除令 る今赦け義るては 以はるの 念てのでゆ際川、預:日間柄にJj有る銭関がる‘妥繁討1iifたう家
L 処法 tまるれど去の ζ 日なれと。は、 も図。 2監 演は様ある約 RP る界本題で左戸。雑題る買音そで楽し究以 e の
切箭の I足場たのと砲 とも王理ばいそ‘ )'IJ <:逮わむ に国底る肉 J惑ちと卒がのあ静締こ濁等防償とあとでし上我遼
れさ予ら ff とよいー が三由なうこ許底 L かれペ な主主『亡。喜重覚サと和題解る磁めれ難々衡問にろ t亡、也、品命

52空間色 223 32均五五;震 ド (2252日高25喜重苦吟思 2高品売電量三豪語奈 fgz
そ罰所反ったいいすかがたあ等改苦htlhll1l llllfhUltlllllflllllflll111“11111'1 111111111111101叫t“叫l縫11刷叫n伽リ叫叫!II U111帥i加“雌出酬3訂恥刷1抱加刷a幻M叫叫"叫品i“山11111凶E“川叫i“11柏恥"刷1れ払加1.. “叫t“州1

i;許?;ji:ii:;;!i{号; 合ι??日iiι:;;日言日:i;日雪き託i 2点1 ;!i出!封j;!詑;詰i;?恕;詰?!雪読?三; 
zμ主 7 ど咋z 警幣2 霊品品 2弘:Pιi 雪諒詰討!f T4 毛 O fと:泊宍:52 は 32 主手 P ま兜 E おれ湾問問問51

i;hiiii;!?詰寄り 21 出??日日 ;Fijiii!?HTi!?ii
をとそ矧j 制忙なて人えっとす判 j よ脊ル よさし、民 生四日 へ 号令閣さたてき裁うのいうせは
与 は の 務 遼 な し 草訟 を ば た ξ f/ ぇ 怒 a臼酬lμ仰"問叫2時叩11脚馴11伊仰附1ド開問附‘匂叫明111聞問附!ド"問附111叩11紅11附"問問'1叫叩叩帆IJ叩脚JI伊附l'問Eηt町開11悶糊11限朋脚1恒開削柳2許開抑11伊叫附F開附叩号申伊11'伊例事列叫叫"叫11開附附z詰臨捌脚E郡開削11開"叩'

はれでささ 5努F の赦令ず躍慮まよ導裳宅し犯 7たと法のとつ主裳是よ喜要草 る分は E慶量る i溢盈{偶爾でイ仲中耳そt わにの人要ゃいあのう記 て時でけのれ穣〈感で会
;降、取れれ配三の窓るしう的て人め令行えでのつなととをと弔と去人あ長11 いれき当希ーはJ_';うたでの念た考のるでご廷抜、赦あや
策士宮耳、， ~I'.有E 中赦~i!なに E霊行1<:のの欽ばい認て箆のいーのをとをのんはつのみ主主人 f!. 領時らあはしとえ懸る ijrt つ分子受だろ閣
総/ぜ中裁Jl1日 L がにのをい{間弔うつ思l ~盟主右る吉正内務よえ新よ詑が忘場うす事ま!汚うにがい下 f亡しろ E てえて赦@会の挫る芳!日けう家
:挙検の中IJ rﾌﾍ k あは区定で々時偶い赦一考 IC "J.è 閣でうよすう念あれ合。れで胞と然心での 1ヤうの庫署わみの最的秘す佼者に。の

誌記併iqTZ続出;型肝;irssi?28F出;213ii;;35iii5izfif?5
いてベ祭るす赦減る律でのれ恩事にい行犯中うをらは のをわいあくか王里めの昔か f亡。恕でを ïi: 泌を務ば根家主任よあ制かるうは
といて麟者べに刑 OIC 懸察る赦橋市答う人にと決、ゴド， 政忘れ。ら司関白 7さあI<:~留し国いもし問自行立な擦的うちる度らもたな
と主主放、はてあ、政行赦情恩止在偶を怨のは ξ め憲常 治却る国た時 2誌はてや、のて民ttI毅よとにう切らになすもがも佼の作ら
込い主主警李種放た復令うにを赦‘弱々除赦事‘ミて法に でし恵、家1<:にもなしまわ蒋終のす日与すうしよと復なつ皮る籾、、りで用な
な者さ童話放免る援態放浴考の留夜むくや後たな天 tc: 1主 あ祭赦的ずはもいてちれ建策一必中とてるいをいい弔の狭ととじなはい

規産涯 にす妥 麟準取産償舎と々と申の 間1- l!I'-1i゙ -"，.....4i1.br-l1!1~....lL..1kる行てて赦患 と一日そ畏れ滅

型車警告霊前科 ::?22Z討議主義喜望償定11 三時の事選議競輪 i 。出 JZ寄付詰鵠i罪T 詰話z 一ぷ点「2甘
定有約百 い赴決審まし格々接式まをて間宛一 剣 iγA 
め者税八地致非定のすてのにのがす逢沿がの十去却P I 一 一 一 一 一 一 i と i臼ヨ作た義本い二な苦資警さ陀ず
るは義 fト司 b し共次提。お務つ所改がめり毎昨巾:七 農i什i 一 一 一 一 一 i 念本{人をのる百恩絡れ浴る
在土地也務三稔て御第出 か任仙k吋豆、亡ま月告肘併年年‘資校di i 十 十 + 十 十 i 阪附をよ々十主斗年!ドi 。名赦をるす者
三持高ずお号室哲 22訪日持万三雲産の司 i 五穴七八九十 izEZZ義室長島夏霊訪
問る京ま下らは とし得、ま中れ係三い喜の~' I 髄 簡 髄 罷 昌 罷 i もり問解わ えすす喜はが
る言書EtZY5222222P土手資申る| 火 44 氷 金 土 日 I ~マ 3 主ん主義主特A
て会委長 緩ま合おの回で台&種 13 .箆告 i - ー ~ I あ k えれ恩私総は今;みら

二 二 二 十 r 十八 五 し医長月僚の綴取表該
t_ !::_の:zp.右歳略図十いリ住金十つ廃十審阪八て競瓦換日た前日 1-:  なの三機登、得、償

た童福島2222議:雲長官主義王子望日襲撃民話 芸 j 月 i zzzz費 Z害賠
手 t 誌貯蓄市??官弘義ZJ空事長;襲空襲 E2j32( 日 iZ巧簿一よ
るて民 i京1E年物議 tE パょに設しの生，開墾 ン委つ委 じ協!議J ら首f で必さき却IiU立つ
決持休主義予凌機会 l るて委?こ儀委 す理 ド釦、負 つ議 ;Jる;1 夜祭に幸喜該ま豊年もい
議定芳滋算平下臨 ト鉄附員 部員 る促 改会て会 主、室 iヰ{ '"'い村当た償度数取て

353i35塁 ??TZ会 15f 害 il毛jgofE?2123i
議 E 場しえて つクた に Pを生」二売 し )告書堅ーの挨議‘所

41 

( 1 ) 

月一回緩

緩行 JiJi

卒塚帯役所

平塚市平重量華寄宿 1.19 !\番地

事寵話 1 9 殺

Ell腕 Ji!T 井」ニ ~p 腕所

毎

* 冒置歯箇‘

か
ら
大

ば
え



袋雪与予 麓 7官 J 思 報 昭和27 年 2 Jl 15 跨 ( 2 ) 

いめ畿汚口一野は排位日 ζ にさ寄売れ較にわ書官良は寄らつ幸与 す承あう病 O がひでlw.'ニ.tz: g市ニ方すとしきょたしょま O

話器設立軒詩符iiii日野3i語圏 iiiitg?22Eizfii長55J32諒f
れつ家虫れ潔 f立ま卵万のてま苦言どや臣室がりも普差是ずでらは f じ@「れ07 かよまがも@しちなもにはぜらうさ多とに勝

目忠義孝計基察官2Z22品おきそす J計五苦言 μげZ;ス役立務長房枝5521; ひき炎
、毎健りえ指熱排便らおのーもげ虫がた。てて殆むに五Q) 主主 E はんが@冬ん祭んとの@最く新必まにき弱とわとで、今

郎幹三町民諸島雲取襲警士522続長会夏生減計審議ロロ 223襲警主主試合三子主計
にを持。てよ主主れじ O 中虫くはま不に言とい重量事事えい家病 に介んスJ 期e行。けかと新@と@むですらさくはいとか[し冬

4事

長会ZE72qZ2ド絞れぞ官会話路孝持竺車室主義足語、Z'zzz ょ:ラゴぷ詳λ訂ド22 の

JH叡まえ日lfi霊童 完全部とす 252 競江 17寄託ZPitZ日野-117長RE
衛}いるしもつはめばをて o B はの予 かいまんまはろ大 。んそすのを熱ょをそ K のよや E 持殊フ。常とやとわず

罪iii?3513;;;誌時 ;iJR;立予 gi????i?;11iiaitjii記fi
信長協議じて警内賠法浜町長室害時 訂作uf552f季語店開日EE 手号
室宅 22管室震と議議 f 日25 は 1雪ざ 22童図 霊安全芸宮高 f 主室長吉認ま七実現日 Z 宇45
撃てEZ君主務長持き3 品 25 義喜一 2 5TT 主 ZT2草会 5 護学童下聖25雲 E i? す 32j

,p-

防 もの殴す予にうすかて j信事並す寄 ナい色言 さ 2主れ しゐよ治 i返り。づうでね人こゃには咳 とかかは少さ

りらじ臼鑓態とせ決検険然なのりつ者余用失 愛で受会及於々主主にの るなのいま痛いとは鹿屋主事 中徒の
と ゑ延或続にとんし料経しいたまで及をじ業 構、議員びてがに呼各日 f詩情安1I 王見 k 1i:: 看 0) 十年審議室 B ~日一一間四 守7 金ー
のけ長は凶おは。て徴附なとめす策努経な l~止 し他さ併篠は受県高-u:鰐赤で潔識在公車喜議議三有霊童の本 I I す員端
とれし六日いとこ I巨牧はがとにと々務過つ険 てのれせ原先手持下方、人語申あなを一衆減の望号万島告のー赤 I I かのと

ほ紅駅長4持品行おお店 員占碍同時日時紅町長Z KZ段埼日 i 藤守主
日ら線九六五患な考姿を車f;在あ k 本成位し飛躍 たのみ三 E記長ま約震芝、最悪ずし ïiJ 会道そや人淫 0 1i:し紋 I ~ -� t旨検小
前例日 1すれば紛のりに問の売を労 らけで十が中し千削γた能人俸の教にし械でで EL2 十定使学
労いのとをの険ねはか付日士喜 jfjlj;を御が吉正働 正々あ名会是非 k 五 rlt 赤部 いたにの侠え対ての絡をはぎ芝き吉年~ー さを校

長?ifP税見?51iffEi 待な Pi?許諾;iiaii?1311345i 五 ?;52ii
M図う七数削まり側一一同遜期 す葬のが入 Aに村長下時 ~Eílf <Ì)*いれ制 家査施生

一一一一一一 い
大業左需枇t がよ所慕ま紙制場承の場 ζ も廃とは前宅をと 絡完線隅麗議制切ば 六で入，徐介 笑らてよμuい、は人かつナ受 惜駐 Jぷと臼

E i話F;器g説;?弓?3誌i8日i?持?2出i誌;2鰐ii詰2 建時 i立?封:許f?持2詰寄軒:?民t 詩;立;誌出i髭出i己i計73詰?f1箸 i計
Z碍長雪惣雲?諸喜?忠zz引:実諮習皇釘E2叫品雲幻ZE碍喜 i江工紙ご持2霊艶5z諸護むZ詳f将5ド主義紅記出持 i 言説く宮署長子名護 持
か主主せで f言業し必業ら業事ずあ 8 険業長あ滞 。役横ノ詳し言語入。日附のったんけ市ーをさ近日が f i 苦言.. fこら

ま 2222話222時 3232続見す炉問問5225言霊 232 立 22誌は詑 i 記長誌
はおと失す:替く出該と手でと椋ア約は方せえ 什 生局赤模ま汲ま 対十人徳しかた1;友とに*役婚交 I I す:俊
一弘、Jl.p 業 ν のと客三当で核軍奇を玄プ H我策んる e ・ 譲二前月tj餐ず遣と 間二民軍よ切と々りとと君主立入付 !一一一一....J戸
じてち保 万としすあにい十挟レナ々は。と じ一三詰 ftj 0 しま す事待はにうるしがまがつ庭つにし i れ

坦竺一段竺?主主土I'P 竺竺主主竺L土 一一苧型哩二二丘一三間十館。くた金ピ主のぼとま 一一一一;:;，
五回 三 二 一め迭と卒失生養短本えり十 lf の先と一平都連事鎌浜定市年何りに小海はり均一う火昭 す H 様

722iiiす許諾まは331;???手iiJill P27諮122135;;ifizz;12if 大 fi
bJ2号室意訂5U雪景抗日?会話霊童擁滞E22品説話号室243 器系tJZTG 今 日
[El愛Il で及 業 名名名及。れをはれつ滅役金問の生祷 る者宣言ら小定も市須等実妨。塚の設象者!I 0) のま火はヲ艶 帆
米不五 r: 場 叉 補 る一筏るてを立科の木を導 熱並には都さ小、資級地富譲先 7官 ξ 備の市中大し災会壬霊宝 があ

行lrzzzT詰;許可TZZ高官撃事務喜行日芸品5監訴訟立公式首需高部
、道予 公 税 年年 n 践 を言語持学まて術設に築 L. llB 賜災鳥島りしががといし国初況れ係性ドる災一れtz: I゚.B 竺す:

性王室-1- ぷ2ド続出お立生註1竺話量長匙E盆立店主之与も -i
で i申なたてにの判でーか い火作は怒命投〈主主ト叉まて件ょにの災先況さ b R 1ずと

白書室話計。器官ち汗藤ノ["諸説募 ほ諮問景品露五日開封喜52215ii tE 
ま町村町の市勝管 取し十合た八平合議 ら給定は し賂で約にる始でののを 九於千てでわ十何そ。前 売念

七 33 内 zi i321語審 Zq持集計紅型i222i む1245i:t 長 ii
町村 は 始か平ら内の塚事裁 の滋あ II1111 市のす絞大たけし、内に増増八五、 IJLJ はう最 μ よ会

一 祭主品百弘三李雪斜 T 時五 illll 器 2225;312EET長 222Z2吟 手 ZE 
府自 過し所新工簡新大関所 給失配 本意、示多す火と米件すて饗 i司火三千件火 」 竪
村村 りまに践し易管卒始 付業ナ 部を特すい。災のにはとおじと災乏余の災 輩

し於合 k 裁中田T ,,- õ':保る ) おじ趨の は不基火二 年於恵比度円火 AA 納

記子 I 硫正永支一三 f告をソ自己四と大瓦芙京八の i透 る牛ピ B' っ五ぶ瓦函7王子言 Dfi旨1"正吾弓雨プる系三一Jjß -gご会瓦一語
一。グ資自う土中物アぎの合!質のと貨きりき賞、も普白卵と宰~ ~ B2 くん ξ ですゼロが質を肪乳水約%三分主で霊うにほ弱し気 r 

?i:路、、質五止、大みダで自な味く‘およ争五のの身のいはミ@るでけすベイピもは多酸の分。、、は宰L あ僚でょとし、 κqユ
Ji 肪鉄石-()な残部、、‘身つのた小卵で%で卵と祭えー〆C oL て@てンユモカくか目旨で・令八、のるがすっんま祭か a 安
めか主主次六%つ打分害IJ JJIl !l正のて書Ijりさ段、がーは葉養まつ F':' 主主のいそ在中リのゼ含ら肪ナ七水%水型きか E 。て ë す望書 1 椛益
百卵 ë .5百、てがが合担分主い合まいど白白一五身 しのは 1JZ訟機るの令に〉他イん成分。%茨、分 3妻、れと体例が繋る干し霊童
た予告か 1;司、日旨い次たは、止なまはず卵白身身%ト よ完少 E ピを穿Lf臨みは主宰アンで与は で紫光約 3なほれ力外事のと .~ '(J) 
んQ)ら果モ !Jjj ま分ん水干7 しるす 11'。は身士、が五 う金いをタ分機牛、必もルがい、多 成約ん八 言苦どちを主主 E 不 E3 1L Wdp 

自主きで、の三す、 E当分次て部。均つ支がまを三卵グ 。及。合 t 解は宰L 1築須合ピ会堂ピく 分五:白七 し索令つしの足然九一
草体き塩他 0' 可引を、は分 しま身斑身 O かラ 食婆みシし筑の養アれニなナタの の%質% ま精気け手ょで食卵
のて素は%策 j容で八欽硫は て却がにの、くム 糧すま要員銃自垂水俣 E ま E も， i 車重 大、約、 しし・て今ろ休慾 :/1'"
そ三い、燐、身性約六な黄 k 六白一多%五も内 でる、ずは酸菌分はノナ Y のたン類 部無三官官 よい卵い章もな jJ が
。〉分ま y ・たは主主一%どもん i!i-4 身震くは%五外 るにが A をが中講習堂。もでん A の 分機‘紡 うものるや場が i戒

し感て寅が絞ととがハ次てく fこだ L粉表当次うと すよひし化く%が叡!惑いくー卵時化み 逃有y' y'でのばかにう食「そく六ロ十牛豊 Bl は今
よじ援身いで的ののみ卵にいもゆ感てを高ほのか見最@にじて率、‘最つくまカ教が間待ま衣せ機クグがカ 3ならしろベカの、、リ修零L 1富品自分
うのりもやき新よ号室えの卵まのすじ与ふにっこはて後食きはも幸吉今もて叉すラ建二"þ隠す『亡な質ネヰ淡ラいみてくるラ上金賞 1 'K: t;: ':"身の
‘も上白れま鮮う主主ま鈍をずはつめずい「くと見質にベ'最よ局要事よよ治がにく持 P はと早川、がンシ殺のしそ、」場」卵く身も B く念会よ聾111
のつ身にす主主主主がす部光か資ても汚てツ。に分的卵 れ黒海い消のい( 1包有穴て問主主卒、の大ε ユユカ成〈汁と等合まは環は百はらま@り合
古またもせ。卵点E賓がにK ら身見Q)れいヤま混:け、たは ぼ-:;'ぜ字化場@かしとを約四卵熟百il'l 切% 1 1 Jレ分食'れではでそ想三グニベれ E もで

T22ベ天皇ぷ訴事152手足J訴事長室す語会語道T23討さgf長持品 :22君主空7常喜EZT3522て
いに L善説手意ついるうFを身中いの"ij)鮮れまで上慎重手とがもも軍事し主事苦て問、特もム閣の祭会 -1 体れじ粉てラーら球一塁審と中あタま積のど

諸222よご色素守??喜一Att空254 野良?Z長討議警持軍??ZZ慌持てき字詰さ 71Lt完警喜喜えよ丈雲2?
えしりみ とf;r土佐窪築士やプ、ゃに自の熔がかよ J点一魚方'も九むまに人 e 卵、てのト。段三燐l袋%'ニすし;，ずにすには 'A 棺 A ;y
まにしで 在比すl:'-'室ずれヴまん反いは見、どつでし類と?肯よ O のすももよが幾]治セー昆%l'i豊富費量lJß れて\ Iま- .も@多民 J告は 当@護費

一一一)一 撃園自ヰ盛盛時


